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御
殿
堰

大
黒
天
便
り

山
形
市
中
心
市
街
を
流
れ

る
御
殿
堰
。
そ
の
豊
か
な
水
の

流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
私

「
御
殿
堰
大
黒
天
」
で
す
。

「
大
黒
天
便
り
」
で
は
、
わ
た
し
大
黒
天
が
御
殿

堰
の
歴
史
・
季
節
の
話
題
・
生
活
の
知
恵
な
ど

『
な
る
ほ
ど
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
三
五
号
で
す
。
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水
の
町
屋
御
殿
堰
の
奥
に
あ
る
広
場
『
御
殿

堰
緑
地
』
は
、
現
在
、
芝
生
の
張
り
替
え
作
業
中

の
為
、
立
ち
入
り
制
限
を
掛
け
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

先
日
、
土
を
掘
り
返
し
て
の
作
業
中
に
、
小

さ
い
お
子
様
が
「
も
う
、
こ
こ
で
遊
べ
な
い

の
？
」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

七
月
上
旬
開
放
の
予
定
で
、
現
在
作
業
中
で

す
。開

放
に
な
り
ま
し
た
ら
、
思
う
存
分
遊
ん
で

頂
け
ま
す
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ

い
。

■
開
催
日
時

・
六
月
二
二
日(

土)

文
翔
館
前

一
一
時
～
一
九
時

七
日
町
大
通
り(

歩
行
者
天
国)

一
一
時
～
一
六
時

・
六
月
二
三
日(

日)

文
翔
館
前

一
一
時
～
一
七
時

山
形
が
誇
る
名
産
品
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
に
ち
な

ん
だ
お
祭
り
が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
を
文
翔
館
前
に
据
え
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

六
月
二
二
日
は
、
東
北
電
力
か
ら
や
ま
ぎ
ん

ホ
ー
ル
ま
で
が
歩
行
者
天
国
と
な
り
、
神
輿
渡
御

や
さ
く
ら
ん
ぼ
品
評
会
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、

ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
等
の
様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
他
、
さ
く
ら
ん
ぼ
や
山
形
ご
当
地
グ
ル
メ

の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
祭
り
会
場
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
行
わ

れ
ま
す
。
会
場
を
周
遊
し
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る

と
、
抽
選
で
さ
く
ら
ん
ぼ
（
生
食
）
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
す
。

六
月
二
二
日
・
二
三
日
の
両
日
、
文
翔
館
前
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
「
朝
倉
さ
や
」
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
る
他
、

さ
く
ら
ん
ぼ
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
や
さ
く
ら

ん
ぼ
グ
ッ
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
が
催
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
合
せ
先

山
形
県
庁

観
光
交
流
課

〇
二
三
ー
六
三
〇
ー
二
三
七
三

※※※※
開
催
期
間
は
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。

交
通
機
関
に
ご
注
意
下
さ
い
。
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毎
年
五
月
十
八
日
に
行
わ
れ
る
湯
殿
山
神
社

例
大
祭
が
、
今
年
も
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

湯
殿
山
神
社
は
、
明
治
九
年
に
旧
県
庁
の
守

護
神
と
し
て
祀
ら
れ
ま
し
た
。

戦
前
戦
後
の
祭
礼
は
、
神
輿
渡
御
の
他
に
見

世
物
小
屋
や
露
店
が
数
多
く
出
さ
れ
、
山
形
の

中
心
街
お
祭
り
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。昭

和
五
十
八
年
に
、
山
形
市
庁
舎
建
設
に
伴

い
、
現
在
地
に
遷
座
さ
れ
て
か
ら
は
、
氏
子
崇
敬

者
の
若
者
に
よ
る
神
輿
を
担
ぐ
会
「
神
幸
会
」
が

結
成
さ
れ
、
若
者
主
流
の
お
祭
り
に
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。

前
日
の
五
月
十
七
日
は
宵
宮
祭
や
、
神
輿
渡

御
に
先
立
っ
て
の
禊
行
法
等
の
前
夜
祭
が
行
わ

れ
ま
す
。

当
日
は
、
午
前
十
一
時
か
ら
修
祓
式
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
神
社
本
庁
よ
り
の
献
弊
使
参
向
の

も
と
、
社
殿
に
て
例
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

午
後
2
時
か
ら
神
輿
を
神
門
前
の
奉
安
し
て

発
輿
祭
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
い
よ
い

よ
、
勇
壮
な
神
輿
渡
御
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

子
供
神
輿
と
稚
児
行
列
も
同
道
し
ま
す
。

神
輿
は
旅
篭
町
と
七
日
町
を
約
四
時
間
か
け

て
渡
御
し
、
各
町
内
の
安
寧
を
祈
念
し
ま
す
。

ま
た
、
神
輿
の
休
憩
所
各
所
で
、
稚
児
舞
が
奉

奏
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
夕
方
七
時
頃
に
宮
入
り
し
ま
す
。

そ
の
後
は
若
衆
を
中
心
と
し
た
直
会
が
夜
遅

く
が
続
き
、
祭
典
は
終
了
し
ま
す
。

御
殿
堰
で
も
稚
児
舞
が
奉
奏
さ
れ
、
多
く
の

方
が
見
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
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■
開
催
日
時

七
月
六
日(

土)

一
八
時
～
二
二
時

御
殿
堰
芝
生
広
場
で
「
星
空
上
映
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

七
日
町
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
が
行
わ
れ
る
の
に
合

わ
せ
て
、
自
主
制
作
映
画
の
上
映
会
が
行
わ
れ
ま

す
。山

形
・
七
日
町
を
舞
台
に
撮
影
さ
れ
た
映
像
を

中
心
に
５
～
６
作
品
が
上
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
当
日
十
四
時
か
ら
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

ラ
イ
ブ
「
S
E
V
E
N

K
E
Y
S

N
A
N
O
K
A
M
A
C
H
I

L
I
V
E
」
が

行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
雨
天
時
は
、
ア
ズ
七
日
町
六
階
ホ
ー
ル

で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
合
せ
先

ア
ミ
ュ
ー
ズ
７
＆
１

〇
二
三
ー
六
一
二
ー
七
三
七
〇
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ーーーー
ルルルル

■
開
催
日
時

七
月
六
日

七
日
町
商
店
街
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

一
九
九
八
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
七
月
の
第
一
土
曜
日
と
十
二
月
の
第
二

土
曜
日
に
、
各
店
舗
が
閉
店
時
間
を
延
長
し
、

当
日
限
定
の
様
々
な
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ほ
っ
と
な
る
広
場
に
ス
テ
ー
ジ
を
設

置
し
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
る
予
定

次
号
の
発
行
は
七
月
七
日
で
す
。

来
月
も
皆
様
と
紙
面
で
お
会
い
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。


